
   

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

日 曜  
ぽけっと サン   

（月・水・金 AM９:30～） 

1 金 布団持ち帰り 支援室遊び 

4 月  
わらべうた 
ベビーマッサージ 

5 火   

6 水 にじ・つき組：滝ケ原川遊び 支援室遊び 

7 木 にじ組：よさこい教室  

8 金 布団持ち帰り 支援室遊び 

12 火  お盆休み 

13 水   

14 木   

15 金   

18 月 にじ組：幼児交通安全教室 わらべうた 
ベビーマッサージ 

19 火 ほし組：ちゃっぷる  

20 水 にじ組：よさこい教室 ミュージックケア 

21 木   

22 金 布団持ち帰り 支援室遊び 

23 土 にじ組：大領中祭り 16：00  

25 月  わらべうた 
ベビーマッサージ 

26 火 
ほし１組： 

保育参加＆クラス懇談会 
 

27 水 
ほし２組： 

保育参加＆クラス懇談会 
リトミック遊び 

28 木   

29 金 布団・園庭ズック持ち帰り 支援室遊び 

 

社会福祉法人大和善隣館 

幼保連携型認定こども園 

松陽こども園 
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9月 2 日（火）・・・全園児引き渡し訓練 PM 

4 日（木）・・・にじ組親子でお楽しみ会（場所：大杉みどりの里） 

10月 3 日（金）・・・運動会 AM（場所：小松総合体育館） 

    16 日（木）・・・にじ組向本折小学校就学時検診 

    25 日（土）・・・秋の整備作業 AM（にじ・つき・りす・ひよこ組） 

     

 

7/12（土）の夏祭りには暑い中、ご参加いただきありがとうござ

いました。子どもたちからは「夏祭り楽しかった！」「ペンギンのヨー

ヨー取ったよ」と夏祭りの楽しかった思い出をたくさん聞くことがで

きました。そんな中、年中組の子が「もう一回夏祭りしたい！こども

園でもう 1 回すればいいやん！」との声が聞かれ、以上児職員で相談

して 7/23（水）に第 2回の夏祭りを開催することにしました。 

2階の各保育室をお店にし、保育者がお店屋さん、子どもたちがお

客さんとなってスタート！「どこのお店に行こうかな？」「ヨーヨーし

たい」と思い思いのお店に足を運んでいました。 

 

夏祭りごっこ 
“お店屋さんになってみたい”子どもたちの
“やりたい”があふれています 

親子での夏祭りを経験しているので、お店役の子は自分の役割を理解し、せっ

せとスタンプを押し、「はい、次の子もちょうだい」と言ってスタンプカードを見

せることを年下児に伝えていました。スタンプを自分で押したいという子には「こ

こに押すんやよ」とその子の気持ちを受け止め、ハンコを押させてあげる素敵な

姿も見られました。スタンプ係が増えてくるとヨーヨー屋さんでは「じゃあ僕、

釣り竿渡す！」とスタンプ係を譲ってくれたり、輪投げ屋さんでは「輪投げ集め

るね」と自らが必要な役割を見つけたりしてお店屋さんになりきっていました。

お客さんの列の整理までしてくれる子の姿も見られました。元々お店屋さんをし

ていた保育者のすることがなくなってしまう程で、子どもたちの行動力に感心し

てしまいました。 

そんな中、「僕どれもしたくない」という N 君。

少しでも夏祭りごっこを楽しんでほしいなと思

った保育者は「じゃあ、お店忙しいから、お店の

お手伝いしてくれる？」と提案すると「いい

よ！」と目を輝かせて、「僕がハンコ押すね」と

スタンプ係を担当してくれました。すると N 君

の姿を見た他の子たちも「僕もやりたい」とお店

を担当してくれる子が増えていきました。 

ヨーヨー 輪投げ わにわにパニック 

スタンプ係さんが

ぞくぞく増えてき

ました 

「釣り竿どうぞ」 
輪投げを集めて

くれています 「スタンプ押します」 

 “お店屋さんをしたい”という子どもたちの思いはどんどんと大きくなり、今

度は子どもたちだけで初めからお店屋さんになって夏祭りを開催する予定です。

子どもたちの『やりたいがあふれる』姿を大切にしていきたいと思います。 

２０２５年夏祭りを終えて・・皆様から、たくさんのご感想と

ご意見をいただきました。謝罪と検証・・○必！！ 

 ７月１２日（土）夏祭りはたくさんの皆様に参加いただき誠にありがとうござい

ました。さて今年度は、前年度の反省を活かし初めて小学校体育館での開催を試み

た夏祭り。皆様からのご意見の大半が暑さ対策についての厳しいご指摘でした。

年々、気温が上昇する等異常気象に伴い、こども園での行事の在り方について日々

検討や変更が急務となっている現状です。当日は、厳しい暑さを予想し、スポット

クーラー、大型扇風機、ミスト、サーキュレーターの台数をより多く設置し臨んだ

のですが、それらを上回る人数での混み具合となり子ども、大人共に体調不良者が

居なかったかどうか心配は尽きませんでした。深くお詫び申し上げます。保護者の

皆様からのご意見を参考に次年度の「お祭り」の時期、場所、時間、内容等を保護

者会役員の方と検証し、安全で楽しい行事開催、運営を一番に考慮していきます。

お忙しい中、夏祭りにお手伝いをいただきました年長組保護者（役員）の皆様に御

礼申し上げます。 
  

 プール遊び（ちゃっぷる）「せんせい、見とって～」 
 ★自己肯定感が育つ子どもとの対話は・・・？ 
７月のある日、ちゃっぷるのプールに一人、二人、三人・・と監視係の私の前に

たくさんの４．５歳児の子どもたちが大集合！まるで海に集結したイルカのよう。

あの子もこの子も「ねえ、先生見とって～。」を連呼。「ねえ、こんな泳ぎ方できる

よ。」「カエルみたいやった、もう１回見せて。」「耳までもぐったよ。」「今度どれく

らいやった？」「これくらいやった」（両手で深さを知らせる）「ちゃっぷるの湖、

すてきやあ。」・・と子どもたちの嬉しい、楽しい声が飛び交いました。そして「水

にもぐれたよ。」「鼻、つまんだらもぐれる。」「できた。」「耳、全部ぬれたよ。」「明

日、もぐれるかもしれないね。」「お水の中、透明やよ。楽しみ。」・・とプールの成

果について子どもたちと私の会話が翌日まで続きました。・・うれしかったんだね

    「すごい」「やったあ」「かっこいい」の短いほめ言葉で子どもの行ったことの結

果だけをほめず、成長したと思える過程、乗り越えたことを認める褒め方が自己肯

定感が育つための褒め方だと言われています！ 

ぜひご家庭でも子どもが挑戦しているプロセスを 

たくさんの言葉にしてあげて 

ください。（松陽さんイルカ、 

本当に可愛かったです！ 

癒されます。：大西） 

 

 

 
  

 

９・10月の主な行事 
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